
日
本
の
戦
国
時
代
末
期
、
伊
東
マ
ン
シ
ョ

を
中
心
と
す
る
少
年
4
人
を
日
本
か
ら
の
使

節
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
送
り
出
し
た
天
正
少

年
遣
欧
使
節
に
つ
い
て
は
知
る
人
、
興
味
深

く
学
ん
で
い
る
人
が
多
い
だ
ろ
う
。
今
回
は
、

そ
の
一
員
で
北
九
州
と
の
関
連
が
関
心
を
集
め

て
い
る
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
を
は
じ
め
彼
ら
の
、

そ
の
真
実
を
探
る
。

１
５
７
９
年
（
天
正
７
年
）
７
月
、
イ
エ

ズ
ス
会
東
イ
ン
ド
巡
察
師
の
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド

ゥ
ロ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
島
原
半
島
南
端
の

口
之
津
港
に
上
陸
。
京
な
ど
を
巡
っ
て
織
田

信
長
に
寵
愛
さ
れ
、
日
本
に
布
教
へ
の
明
る
い

希
望
を
見
出
し
て
有
馬
（
現
・
南
島
原
市
）

と
安
土
に
イ
エ
ズ
ス
会
の
初
等
教
育
機
関
セ

ミ
ナ
リ
オ
を
開
設
。
第
一
期
生
22
人
が
、
う

ち
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
ら
４
少
年
も
南
蛮
人
バ
テ

レ
ン
の
要
請
で
有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
に
入
っ
た
。

少
年
使
節
団
　

長
崎
か
ら
出
帆

１
５
８
２
年
（
天
正
10
年
）

2
月
、
長
崎
か
ら
ロ
ー
マ
に

向
け
て
彼
ら
少
年
遣
欧
使
節

団
が
南
蛮
船
で
出
帆
し
た
。

正
使
・
伊
東
マ
ン
シ
ョ
、
千
々

和
ミ
ゲ
ル
、
副
使
中
浦
ジ
ュ

リ
ア
ン
、
原
マ
ル
チ
ノ
。
指
導

者
は
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
で
、
他

に
日
本
人
修
道
士
ロ
ヨ
ラ
、

随
員
ド
ラ
ー
ド
ら
も
合
わ
せ
て
10
人
。

使
節
団
派
遣
の
意
図
に
つ
い
て
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ

ー
ノ
は
、
日
本
で
の
イ
エ
ズ
ス
会
布
教
促
進
に

教
皇
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
、

母
国
な
ど
か
ら
援
助
を
仰
ぐ
。
日
本
人
に
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
教
会
の
偉

大
さ
、
権
威
を
知
ら
し
め
る
た
め
セ
ミ
ナ
リ

オ
の
少
年
を
大
友
、
有
馬
、
大
村
三
候
の
名

代
と
し
て
派
遣
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
、
と

み
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
伊
東
マ
ン
シ
ョ
は
日

向
国
主
伊
東
家
出
身
で
し
か
も
豊
後
の
大
友

家
と
血
縁
関
係
、
千
々
和
ミ
ゲ
ル
は
島
原
半

島
の
有
馬
家
や
大
村
家
と
縁
戚
、
原
マ
ル
チ

ノ
は
大
村
領
主
の
親
族
、
た
だ
中
浦
ジ
ュ
リ
ア

ン
は
長
崎
県
西
彼
杵
半
島
の
寒
村
・
波
佐
見

出
身
と
い
う
こ
と
だ
け
で
セ
ミ
ナ
リ
オ
入
学
の

経
緯
は
不
明
と
さ
れ
る
。

一
行
は
途
中
、
イ
エ
ズ
ス
会
聖
職
者
た
ち
の

歓
迎
を
受
け
て
マ
カ
オ
に
滞
在
す
る
な
ど
し
て

3
年
後
の
１
５
８
５
年
２
月
、
ロ
ー
マ
着
。

教
皇
グ
レ
ゴ
リ
オ
13
世
に
面
会
。
教
皇
は
彼

等
を
抱
き
し
め
た
。
そ
の
２
ヶ
月
後
、
グ
レ
ゴ

リ
オ
13
世
は
突
如
、
病
で
世
を
去
っ
た
。
臨

終
に
際
し
て
「
日
本
の
公
子
た
ち
は
ど
う
し

て
い
る
か
」
が
最
後
の
言
葉
だ
っ
た
と
い
う
。

た
だ
後
任
の
新
教
皇
シ
ス
ト
５
世
も
彼
ら
を

戴
冠
式
に
招
く
な
ど
手
厚
く
も
て
な
し
数
々

の
栄
誉
を
与
え
た
と
い
う
。
一
行
は
同
年
６
月

に
は
ロ
ー
マ
を
離
れ
、
翌
年
４
月
、「
サ
ン
・

フ
ェ
リ
ー
ぺ
号
」
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
を
後
に

し
た
。
同
船
に
は
日
本
で
の
布
教
事
業
へ
の
助

成
金
と
し
て
教
皇
や
諸
侯
た
ち
か
ら
贈
ら
れ

た
金
銀
、聖
具
な
ど
が
積
み
込
ま
れ
た
。
う
ち
、

金
銭
や
物
品
の
総
額
は
１
万
２
０
０
０
ク
ル

ザ
ー
ド
（
当
時
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
通
貨
単
位
。

現
在
の
日
本
円
で
総
計
５
〜
６
億
円
か
）
に

の
ぼ
っ
て
い
た
。

だ
が
、
当
時
の
日
本
は
豊
臣
秀
吉
関
白
の

時
代
。
一
行
が
マ
カ
オ
に
入
港
し
た
時
、
秀
吉

に
よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
、
イ
エ
ズ
ス
会
迫
害
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。
日
本
へ
の

入
国
許
可
を
願
い
出
、
秀
吉
の
許
可
「
査
証
」

が
届
い
て
長
崎
へ
帰
港
し
た
の
は
１
５
９
０
年

（
天
正
18
年
）
7
月
20
日
過
ぎ
の
こ
と
だ
っ
た
。

１
５
８
２
年
（
天
正
10
年
）
2
月
、
日
本
を

出
発
し
て
往
復
8
年
の
旅
だ
っ
た
。
一
行
は
帰

国
翌
年
の
1
月
、
聚
楽
第
で
秀
吉
に
謁
見

し
た
。

徳
川
政
権
に
な
っ
て
の
慶
長
年
間
の
１
６

１
０
年
ご
ろ
、
小
倉
城
下
の
人
口
約
６
０
０

０
人
の
う
ち
２
０
０
０
人
以
上
が
キ
リ
シ
タ
ン

だ
っ
た
と
の
説
が
あ
る
。
だ
が
徳
川
家
康
が
１

６
１
４
年
（
慶
長
19
年
）、
禁
教
令
を
上
呈
、

小
倉
藩
主
細
川
忠
興
も
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
へ一

変
し
た
。

そ
の
忠
興
は
１
６
２
０
年
（
元
和
6
年
）、

小
倉
藩
主
家
督
を
３
男
忠
利
に
譲
り
、
忠
利

は
密
か
に
キ
リ
シ
タ
ン
を
擁
護
。
母
ガ
ラ
シ
ャ

の
追
悼
ミ
サ
を
司
祭
し
た
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
を

匿
っ
た
。
ま
た
忠
興
の
次
男
興
秋
が
当
時
、

香
春
町
採
銅
所
の
不
可
思
議
寺
住
職
で
、
や

は
り
体
調
悪
化
に
苦
し
む
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン

を
保
護
し
、
投
薬
で
回
復
さ
せ
た
と
さ
れ
る
。

忠
利
は
１
６
３
２
年（
寛
永
9
年
）
10
月
、

肥
後
藩
主
を
拝
領
、後
任
の
小
倉
藩
主
に
明

石
か
ら
小
笠
原
忠
真
が
入
部
し
た
。そ
の
直
後
、

中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
を
捕
縛
し
た
。
忠
真
は
譜
代

大
名
で
徳
川
幕
府
へ
の
忠
誠
を
、い
ち
早
く
実

行
し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
が
、
小
倉
藩
キ
リ

シ
タ
ン
に
と
っ
て
受
難
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

中
浦
ジュリ
ア
ン
小
倉
で
捕
縛

長
崎
で
殉
教

ジ
ュ
リ
ア
ン
は
翌
１
６
３
３
年
9
月
19
日
、

長
崎
の
西
坂
で
、
穴
の
中
で
の
逆
さ
吊
り
刑

に
処
さ
れ
殉
教
し
た
。
65
歳
。
彼
は
こ
の
時
、

「
私
は
ロ
ー
マ
を
見
た
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
で
あ

る
」
と
叫
び
、
最
期
ま
で
少
年
遣
欧
使
節
と

し
て
、
そ
し
て
日
本
人
司
祭
と
し
て
の
衿
持

を
貫
い
た
。
彼
の
殉
教
図
は
イ
エ
ズ
ス
会
に
よ

っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
え
ら
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
幕
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
へ
の
批
判
が
拡
大

し
て
い
っ
た
。
１
８
７
６
年
7
月
7
日
、
福

者
に
列
せ
ら
れ
た
。

な
お
、
他
の
3
人
の
そ
の
後
は
、
伊
東
マ
ン

シ
ョ
は
１
６
１
２
年
11
月
、
長
崎
の
イ
エ
ズ
ス

会
の
学
院
で
病
没
。
43
歳
。
原
マ
ル
チ
ノ
は

１
６
２
９
年
10
月
、
マ
カ
オ
で
病
死
。
60
歳
。

千
々
和
ミ
ゲ
ル
は
１
６
０
６
年
ご
ろ
棄
教
し

た
。
彼
等
の
事
績
を
、
史
料
や
自
ら
足
跡
を

追
っ
て
30
年
以
上
も
追
い
求
め
た
歴
史
家
、

故
松
田
毅
一
氏
は
そ
の
著「
天
正
遣
欧
使
節
」

で
、「
こ
の
使
節
行
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
キ
リ
ス

ト
教
世
界
に
日
本
と
日
本
人
を
知
ら
し
め
た

貢
献
は
お
そ
ら
く
私
た
ち
が
今
、一
般
に
想
像

す
る
よ
り
も
大
い
な
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
―
中
略
―　

天
正
遣
欧
使
節
。

私
は
こ
れ
を
東
西
交
渉
史
上
の
壮
挙
と
し
て

讃
嘆
を
禁
じ
得
な
い
」
と
結
ん
で
い
る
。

シ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ
村
田
和
夫

※
写
真
は
い
ず
れ
も
松
田
毅
一
氏
書
「
天
正

遣
欧
使
節
」（
講
談
社
学
術
文
庫
）
よ
り

中浦ジュリアン殉教の図

北
九
州
歴
史
文
化
遺
産
　
第
五
十
七
回

天
正
少
年
使
節
　

九
州
か
ら
出
帆
、
日
本
と
世
界
を
結
ぶ

中浦ジュリアン


